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検査報告書記載内容変更のご案内 
 

 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜り、厚く

お礼申し上げます。 

さて、薬剤感受性検査の報告におきまして、従来自然耐性を示す菌と薬剤の組み合わせの場合、「＊」で

報告しておりましたが、今後は下記のとおり「R」にて報告させていただきますのでご案内申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 
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《変 更 日》    令和 7 年 4 月 1 日（火）報告分より 
 

 

《報  告  例》  

 自然耐性注）を示す菌 薬剤名 変更後 変更前 

C. freundii アンピシリン R ＊ 

（CLSI ガイドライン M100-S30 に準拠） CLSI：Clinical and Laboratory Standards Institute 

 

 

注）自然耐性とは、菌が先天的に（獲得的ではなく）薬剤に耐性を示す性質のことであり、CLSI は自然 
耐性を示す薬剤の検査結果を「耐性（R）」として報告するよう推奨しています。 

 

 

《変更理由》    CLSI 推奨事項に準拠するため 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 




